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本日の議題に対する基本的な考え方

○ 御指摘の宅配ロッカーの詳細が不明確ですが、薬局において服薬指導
を実施した後、調剤された薬剤の患者への授与に当たりロッカー等を利用す
ることは、当該薬局及び薬剤師の責任の下、当該薬剤の品質の保持や患
者本人への確実な授与等がなされる範囲で実施可能です。



参考資料







○ 医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律等の一部を改正する法律の一部の施行について（オン
ライン服薬指導関係）（令和２年３月31日付け薬生発0331第36号厚生労働省医薬・生活衛生局長通知）（抜粋）

（４）オンライン服薬指導に関するその他の留意事項
④ 薬剤の品質管理
薬局開設者は、オンライン服薬指導後、当該薬局において当該薬局の薬剤師が調剤した薬剤を、品質を確保した状態で速やかに
確実に患者に届けさせること。
調剤済みの薬剤の郵送又は配送を行う場合には、薬剤師による患者への直接の授与と同視しうる程度に、当該薬剤の品質の保持
や、患者本人への確実な授与等がなされることを確保するため、薬局開設者は、あらかじめ配送のための手順を定め、配送の際に必要
な措置を講ずること。

調剤された薬剤の配送

○ 新型コロナウイルス感染症の拡大に際しての電話や情報通信機器を用いた診療等の時限的・特例的な取扱いについて
（令和２年４月10日付け厚生労働省医政局医事課／医薬・生活衛生局総務課事務連絡）（抜粋）

２．薬局における対応
（４）薬剤の配送等について
調剤した薬剤は、患者と相談の上、当該薬剤の品質の保持（温度管理を含む。）や、確実な授与等がなされる方法（書留郵便
等）で患者へ渡すこと。薬局は、薬剤の発送後、当該薬剤が確実に患者に授与されたことを電話等により確認すること。
また、品質の保持（温度管理を含む。）に特別の注意を要する薬剤や、早急に授与する必要のある薬剤については、適切な配送
方法を利用する、薬局の従事者が届ける、患者又はその家族等に来局を求める等、工夫して対応すること。
患者が支払う配送料及び薬剤費等については、配送業者による代金引換の他、銀行振込、クレジットカード決済、その他電子決済
等の支払方法により実施して差し支えないこと。
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